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宇和島沿岸で集魚灯採集によって得られた幼稚魚

水野晃秀
※
・宇都宮淳一

※※
・梶原永裕

※※※

緒

愛媛県の南西部に位置する宇和島市沿岸海域は,黒 潮

の影響を受けて多くの亜熱帯性魚類の生息が確認されて

おり,多 様な魚類が記録されている (平松,1985;辻

平松,1987)。 しかし、これらは成魚を中′しヽとした報告

であり,幼 稚魚に関する知見は非常に少ない。また集魚

灯による幼稚魚相については二重県英虞湾 (木村ほか,

1984),沖縄県沖縄島 (木村,1989),千 葉県城ケ島 (岡

部,1993)など各地で調査されているがまだ多くはない。

そこで筆者らは宇和島市沿岸で集魚灯に集まった幼稚魚

相について報告する。なお,本 報は愛媛県立宇和島水産

高等学校の授業の一環として行ったものであるc

材 料 と 方 法

採集は1994年から1995年9月 までのH力 月間、月1～

2回の割合で,宇 和島市の三浦半島先端部の蒋淵 (こも

ぶち)と 中央部の遊子 (ゆす)の 2地点で行った (図1)。

夜間の満潮前後 1～ 2時 間,自 色電球 (500W)を 海面

に照らし (図2),こ れに集まった魚類を二種類の手網 (目

合0.33mm・ 2mm)で 可能な限りすくい取った。この際

月齢や時間帯は特に考慮しなかった。採集物はその場で

10%海 水フォルマリンで固定し,選 別作業を行った後,

70%エ タノールで保存した。採集した魚類は双眼実体顕

微鏡で観察し,沖 山編 (1993),中坊編 (1993),益田 ・

小林 (1994)に従い可能な限り種まで同定し,種 までの

同定が困難であったものについては科あるいは属までで

まとめた。測定は沖山編 (1993)に従い体長とした。学

名は中坊編 (1993)により,発 育段階の区分および種の

配列は益田他 (1984)に従い,前 期仔魚 ・後期仔魚 ・稚

魚 幼魚 ・若魚および成魚の大段階に分類した。また,

採集時には表層の水温を測定した。

結果および考察

(1)水  温

採集時の2地点の表層水温の変化を図3に示した。最

高水温は蒋淵における8月 の28.2℃で,最 低は同3月 の

13.0℃であった。

(2)出 現魚種 ・種数 ・個体数の経月変化

採集した魚類は種あるいは科まで同定が可能であった

ものは12目43科62種以上,総数3559個体であった(表1)。

総採集個体数に占める科毎の出現個体数割合をみると,
ニシン科40.7%,フ サカサゴ科25.4%で ,以 下イソギン

ポ科,ハ ゼ科,カ タクチイヮシ科の順で優占した (図4)。

図 1 調査地点の略図

また,科 毎の出現種類数はフサカサゴ科が6種 と最も多

く,次 にニシン科, イソギンポ科が4種 ,エ ソ科,ア ジ

科がそれぞれ3種 であった (表2)。総採集個体数に占

める各種の割合をみると,ハ ゼ科複数種を除いて,マ イ

ワシ,カサギの順に多く出現し,以下イソギンポ属の一

種,カ タクチイワシの順であった (図5)。

132° 30

33° 13 N

(● :採集場所)

図2 集魚灯設置図
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表 1 宇和島市沿岸における採集仔稚魚目録

発育段階 (前:前期仔魚 後 :後期仔魚

蒋渕のみJi現●

稚 :稚魚 幼 :幼魚 若 :若魚 成 :成魚)  
遊
言男た出現8

番
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貌
場
所後 稚 |シカ若 1成
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図3 表面水温の経月変化

ニシン科    雨 イッギンポ科  圏 カタクチイワシ料
フサカサゴ科   ロ ハゼ科     □ その他

図4 全採集個体数の科別害」合

■マイワシ     §ハゼ科複数種   ヨカタクチイワシ
カサゴ      EIlイ ソギンポ科の一種□その他

図5 全採集個体数の種別割合

月別出現種類数は2月 と8月 に増加する傾向が認めら

れる (図6)。特徴として, 2月 の増加では出現種数と

出現個体数がほぼ相関しているが.8月 の増加では種数

表 2 出現魚種に占める主要な科の種類割合

名 種類数% 科 種類数eol

2CXXl個

体

lm数

9411 129b1  2  3  4  5  6  7  8  9(月 )

|―●―■燎欧二■―爛体引

図6 出現種類数および出現個体数の経月変化

の増加に対して個体数はあまり多くないことから,夏 季

の多様度が高いといえる。調査水域や調査方法に差があ

るため単純に比較することはできないが,二 重県英虞湾

(木村ほか,1984),千 葉県城ケ島 (岡部,1993)に お

いても同様な報告がされている。出現個体数では2月

2312個体で最大となり,最 小は5月の9個体であった。

2月 に最大となった主因はマイワシの出現 (61.3%)に

よるものである。

出現個体数の多かった上位 5種類のうち,ハ ゼ科複数

種を除く4種類の経月変化を見ると,マ イワシ・カサゴ

は2月 を中心とする低水温期に多く採集された。対照的

にイソギンポ属の一種は6月の高水温期に多く採集され

た。一方,長 期にわたって採集されたのはカタクチイワ

シ (3, 4月 を除く各月)で あった (図7)。

本研究により,宇 和島市沿岸において集魚灯により採

集された魚種の発育段階からみた出現傾向は,カ サゴの

ように仔魚から稚魚にかけて出現する種,ボ ラのように

稚魚のみ出現する種,マ イワシ・カタクチイワシなど仔

魚から幼魚にかけて出現する種,ギ ンイソイワシのよう

に若魚から成魚にかけて出現する種の4タ イプに分けら

れた。また今回の調査で,宇 和海産魚類目録 (辻・平松,

1987)に記録されていない8種確認することができた。

シマイトアナゴ・ワニエソ・ホソアオトビ・イトヒキヨ

ウジ・トヤマサイウオ・ギンイソイワシ・コボラ・ムラ

ソイを採集したことを付記しておく。

本報における採集結果が必ずしも採集場所周辺の幼稚

魚相をそのまま反映しているものではないと考えられる

が,緒 言述べてきたとおり,数 少ない集魚灯採集で得ら

れた幼稚魚の採集記録を一例として残すことができたc
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図7 優占魚種別の経月変化
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(みずのこうき・うつのみやじゅんいち・かじはらながひろ)

写真 1 カタクチイワシ (体長15.4mm,固 定標本)
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写真 2 シマイトアナゴ (体長99.Omm) 写真 7 トヤマサイウオ (体長23.Omm,固 定標本)

写真 3 ワニエツ (体長27.Omm) 写真8 ギンイソイワシ (体長57.6mm,固 定標本)

写真 4 サンマ (体長39.Omm,固 定標本) 写真9 ボラ (体長16.4mm,固 定標本)

写真5 ホソアオトビ (体長25.Omm,固 定標本)

写真6 イトヒキヨウジ (体長50.4mm,固 定標本) 写真11 ユゴイ (体長24.Omm,固 定標本)
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写真12 ヒメジ科の一種 (体長25.5mm)

写真13 チョウチョウウオ属の一種 (体長11.Omm)

|‖■11111‖
写真14 アイゴ属の一種

写真16 ムラソイ (体長5.6mnl)

写真17 ヨロイメバル (体長12.5mm)

写真18 ヒラメ (体長12.Omm,固 定標本)

写真19 クロウシノシタ (体長12 5mm,固 定標本)


